
西川株式会社（本社：東京都中央区日本橋 代表取締役社長：西川康行（通称：八一行）は、このたび、プロフリーク
ライマーの野口啓代選手と楢﨑智亜選手（共にTEAM au所属）との「睡眠コンディショニングサポート契約」
を締結しました。 

自らの体、指先、足の先までくまなく使い、極限の状態で行うスポーツクライミングにおいて、数々の国際大
会で輝かしい成績を残し、今後の活躍が一層期待されている野口啓代選手と楢﨑智亜選手。当社では、質の高
い睡眠でコンディショニングを整え、常にベストなパフォーマンスを発揮していただきたいという思いから、
野口啓代選手と楢﨑智亜選手とのサポート契約に至りました。コンディショニング・マットレス［エアー］の
最上級モデル、［エアーSX］マットレスをはじめ、身体に最適な寝具を提供し、睡眠の面から両選手をバック
アップします。 

   やすゆき 

 2019年4月	

寝具メーカー「西川」がスポーツクライミングの 
野口啓代 選手・楢﨑智亜 選手と 

睡眠コンディショニングサポート契約を締結！ 
最高のパフォーマンスのために、 

コンディショニング・マットレス［エアー］で質の高い睡眠を提供 

※次頁へ続く 

■ 野口啓代選手のコメント 
私は睡眠における回復を重要視していて、1日8時間以上の睡眠を心がけています。中でも枕選びに悩んでいた
時に西川さんのオーダー枕に出会い、こんなにも寝心地がよく、目覚めがスッキリするんだと実感しました。
クライミングは身体の左右差やバランスの崩れによってパフォーマンスに大きく影響がでてしまいます。寝て
いるときの姿勢が崩れにくい［エアーSX］マットレスで眠ることで、パフォーマンスの維持とより早い回復に
役立っています。睡眠環境もコンディショニングの一環だと気づかせてくれた西川さんと一緒に、これから掲
げている目標を達成していきたいです。 

■ 楢﨑智亜選手のコメント 
遠征先のホテルでは、硬いマットや柔らかいマットなど、いつも異なる環境で寝ることが当たり前だったので
すが、睡眠のサポートをして頂けることになってからは、「睡眠環境の大切さ」を知ることができました。
［エアーポータブル］モバイルマットを遠征には必ず持っていくことで、同じ硬さのマットで眠れる環境が整
い、遠征先で腰の沈み込みや張りなどに悩まされることも減りました。睡眠サポートにもっと早く出会ってい
たら、と思います。これからも睡眠の環境にこだわり、自分のパフォーマンスの質も高めていきたいです。 

   のぐち あきよ 

   ならさき ともあ 



野口啓代選手・楢﨑智亜選手 使用アイテム 

多くのアスリートが愛用するコンディショニング・マットレス［エアー］ 

［エアー］は、敷き寝具の機能を進化させた特殊立体構造のコンディショニング・ギアです。睡眠時の体圧
分散、寝姿勢保持、吸透湿性、放湿性、保温性などの機能を高め、快適な眠りへ導きます。マットレスや枕
をはじめ、遠征時に持ち運べるポータブルアイテムなど、多彩なアイテムを揃えています。 
［エアー］公式サイト： https://www.airsleep.jp 

〈 一般のお客様からのお問合せ先 〉 

西川 東京オフィス お客様相談室  ［TEL.］ 03-3664-3964（受付時間：平日10:00～17:00）　 
 ［WEB］ https://www.airsleep.jp 

［エアーSX］マットレス 
［エアーSX］マットレスは、しなやかにボディライン　
にフィットする柔軟性と、しっかりと身体を支える硬度、
寝返りしやすい高弾力性の全てを兼ね備えた緻密なプロ
ダクト。4層の異なる素材を用いた特殊立体クロスス
リット構造で、新たな調整スリットと、両サイドのエッ
ジを強化したカッティングにより、眠りのフォームを繊
細かつタフにサポートします。 
価格：シングルサイズ 120,000円＋税～ 
※2019年5月1日より商品価格を改定致します。 

野口啓代選手 プロフィール 
1989年5月30日生まれ。茨城県出身。 
小学5年生の時、家族旅行のグアム島でフリークライミングに出会う。2008年、
ボルダリングワールドカップで日本人初優勝。その後は年間優勝を4度獲得、
ワールドカップは通算21勝（歴代2位）を数える。2018年はアジア競技大会、
アジア選手権両大会の複合(コンバインド）で金メダルを獲得、世界選手権でも
ボルダリングの銀メダル獲得し、今なお進化し続ける日本が世界に誇る女性ク
ライマー。 

楢﨑智亜選手 プロフィール 
1996年6月22日生まれ、栃木県出身。 
幼少期に器械体操で培った空中感覚を武器に独自のクライミングスタイルを貫
き、ダイナミックなムーブで「NINJA」と呼ばれ、世界を魅了する。プロ転向2
年目の2016年は、ワールドカップ初優勝を皮切りに、日本人男性初のボルダリ
ングワールドカップ年間優勝を飾り、そして世界選手権では日本人初の優勝を
成し遂げ、名実ともに世界一の称号に輝く。オリンピック追加種目となった複
合種目の年間ランキングでも2018シーズンは2位に入るなど、今、最もメダル
が近いクライマーとして注目される。 


